An experimental study of following and avoidance behavior in foraging transient resources by 川口 利奈
An experimental study of following and
avoidance behavior in foraging transient
resources
著者 川口 利奈
内容記述 Thesis (Ph. D. in Science)--University of
Tsukuba, (A), no. 4668, 2008.3.25














学 位 の 種 類 博　　士（理　　学）
学 位 記 番 号 博　甲　第　4668　号
学位授与年月日 平成 20 年 3 月 25 日
学位授与の要件 学位規則第 4条第 1項該当
審 査 研 究 科 生命環境科学研究科
学位論文題目 An Experimental Study of Following and Avoidance Behavior in Foraging 
Transient Resources
（他個体の存在を情報として利用する採餌行動の実験的研究）
主　査 筑波大学教授 農学博士 渡　辺　　　守
副　査 筑波大学准教授 農学博士 戒　能　洋　一
副　査 筑波大学准教授 理学博士 徳　永　幸　彦
副　査 筑波大学講師 理学博士 大　橋　一　晴
【205】

























































審 査 の 結 果 の 要 旨
　1970 ～ 80 年代に local enhancementや copyingというキーワードで盛んに研究が行われた「他個体への追
従行動」というテーマは，近年 social informationという形でリバイバルされ始めた。本研究は，これまた近
年明らかになり始めた昆虫におけるこれらの social informationの利用に着目し，従来の脊椎動物を用いた実
験よりも操作性の高い室内および野外実験によって，その行動生態学的，および進化的意義を問いただして
いる点で，大変ユニークな研究であるといえる。本論文の内容は，第 1章，第 2章ともにすでに著名学術雑
460
誌に掲載されており，国内外ともに高い評価を得ている。第 3章についても，近日中に投稿予定である。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
